




株式会社エクストリーム(6033) 平成27年３月期 第３四半期決算短信

－ 1 －

○添付資料の目次

１．当四半期決算に関する定性的情報 …………………………………………………………………… 2

（１）経営成績に関する説明 ……………………………………………………………………………… 2

（２）財政状態に関する説明 ……………………………………………………………………………… 2

（３）業績予想などの将来予測情報に関する説明 ……………………………………………………… 2

２．サマリー情報(注記事項)に関する事項 ……………………………………………………………… 3

（１）四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ………………………………………………… 3

３．四半期財務諸表 ………………………………………………………………………………………… 4

（１）四半期貸借対照表 …………………………………………………………………………………… 4

（２）四半期損益計算書 …………………………………………………………………………………… 5

（３）四半期財務諸表に関する注記事項 ………………………………………………………………… 6

（継続企業の前提に関する注記） …………………………………………………………………… 6

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記） …………………………………………… 6

（セグメント情報等） ………………………………………………………………………………… 6

（重要な後発事象） …………………………………………………………………………………… 6

決算短信 （宝印刷）  2015年02月10日 18時53分 3ページ （Tess 1.40 20131220_01）



株式会社エクストリーム(6033) 平成27年３月期 第３四半期決算短信

－ 2 －

１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第３四半期累計期間におけるわが国経済は、足元の景況感の停滞から消費増税が見送られ、個人消費の力強さ

を欠く動きが見られました。一方で、円安進行による輸出環境の改善など企業を取り巻く状況は刻々と変化してお

り、先行きは依然不透明な状況が続いております。

当社を取り巻く環境につきましては、前四半期同様、スマートフォンを中心としたモバイル端末におけるゲーム

及びアプリ市場の成長が引き続き著しく、2016年度には国内において8,000億円規模のマーケットに成長すると予想

されております（出所：CyberZ/シード・プランニング共同調べ）。また、世界のゲーム市場は、2013年度7.6兆円と

いう実績となりましたが、2017年度には11.6兆円まで成長すると予想されております（出所：フランスIDATE社調

査）。

このような状況下、当社はゲームを中心としたエンターテインメント系企業へ向けた人材ソリューション事業及

び、パソコン・モバイル機器向けゲームコンテンツの企画・開発・運営を行うコンテンツプロパティ事業を引き続

き積極的に展開し、取り組んでまいりました。

この結果、当第３四半期における売上高は1,200,941千円、営業利益は137,088千円、経常利益は130,077千円、四

半期純利益は82,260千円となりました。

（２）財政状態に関する説明

　総資産・負債・純資産の状況

（総資産）

当第３四半期会計期間末における総資産は、売上高増加に伴う売掛金の増加36,170千円、新規上場に伴う公募増

資資金による現金及び預金の増加477,967千円などにより、1,129,032千円となり、前事業年度比518,432千円の増加

（前事業年度比84.9％増）となりました。

（負債）

当第３四半期会計期間末における負債は、長期借入金の減少16,192千円、賞与引当金の減少9,144千円があったも

のの、未払金の増加31,790千円、未払法人税等の増加49,725千円などにより、464,528千円となり、前事業年度比

114,178千円の増加（前事業年度比32.6％増）となりました。

（純資産）

当第３四半期会計期間末における純資産は、新規上場に伴う公募増資の実施による資本金の増加151,855千円、資

本剰余金の増加165,695千円、四半期純利益の計上に伴う利益剰余金の増加82,260千円などにより、664,504千円と

なり、前事業年度比404,254千円の増加（前事業年度比155.3％増）となりました。

（３）業績予想などの将来予測情報に関する説明

ソリューション事業における市況はスマートフォンアプリの市場拡大により、今後も順調に継続するものと見てお

ります。また、営業要員の増加及び自社による独自の技術者養成プロジェクトなど供給体制も強化し、不足しがちな

技術者需要に対応できる仕組みづくりを継続し、収益機会の拡大を図って参ります。

コンテンツプロパティ事業におきましては、「桃色大戦ぱいろん」シリーズなど既存サービスを中心に人的リソース

を重点的に配置し、足元の利益を確保しながら協業開発案件など新規プロジェクトを積極的に進めて参ります。
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２．サマリー情報(注記事項)に関する事項

（１）四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

税金費用については、当第３四半期会計期間を含む事業年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の

実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。
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３．四半期財務諸表

（１）四半期貸借対照表

(単位：千円)

前事業年度
(平成26年３月31日)

当第３四半期会計期間
(平成26年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 355,259 833,226

売掛金 144,595 180,765

製品 613 562

仕掛品 － 3,188

その他 32,817 18,381

貸倒引当金 － △1,704

流動資産合計 533,285 1,034,420

固定資産

有形固定資産 5,061 11,498

無形固定資産

ソフトウエア 6,225 4,824

ソフトウエア仮勘定 3,927 11,270

無形固定資産合計 10,153 16,095

投資その他の資産

投資その他の資産 65,933 70,910

貸倒引当金 △3,833 △3,892

投資その他の資産合計 62,099 67,018

固定資産合計 77,314 94,611

資産合計 610,599 1,129,032

負債の部

流動負債

1年内償還予定の社債 7,000 7,000

1年内返済予定の長期借入金 24,288 24,288

未払金 104,881 136,672

未払法人税等 491 50,216

賞与引当金 19,701 10,556

その他 34,648 96,147

流動負債合計 191,010 324,881

固定負債

社債 39,500 36,000

長期借入金 119,839 103,647

固定負債合計 159,339 139,647

負債合計 350,349 464,528

純資産の部

株主資本

資本金 100,041 251,896

資本剰余金 84,908 250,604

利益剰余金 79,664 161,925

自己株式 △4,449 －

株主資本合計 260,165 664,426

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 84 77

評価・換算差額等合計 84 77

純資産合計 260,249 664,504

負債純資産合計 610,599 1,129,032
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（２）四半期損益計算書

第３四半期累計期間

(単位：千円)
当第３四半期累計期間
(自 平成26年４月１日
　至 平成26年12月31日)

売上高 1,200,941

売上原価 795,971

売上総利益 404,969

販売費及び一般管理費 267,881

営業利益 137,088

営業外収益

受取利息 123

為替差益 4,814

助成金収入 1,710

その他 747

営業外収益合計 7,395

営業外費用

支払利息 1,257

株式公開費用 9,005

株式交付費 3,661

その他 482

営業外費用合計 14,406

経常利益 130,077

税引前四半期純利益 130,077

法人税等 47,816

四半期純利益 82,260
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（３）四半期財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

　該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

当社は、平成26年12月25日付の東京証券取引所マザーズ市場への上場に際し、平成26年12月24日を払込期日と

する一般募集（ブックビルディング方式による募集）による新株発行により、資本金及び資本準備金がそれぞれ

151,855千円増加し、当第３四半期会計期間末において資本金が251,896千円、資本準備金が236,763千円となって

おります。

（セグメント情報等）

　当第３四半期累計期間(自 平成26年４月１日 至 平成26年12月31日)

　報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：千円)

報告セグメント
調整額
(注)１

四半期損益
計算書計上額
（注）２ソリューション

事業
コンテンツ

プロパティ事業
計

売上高

　外部顧客への売上高 1,036,702 164,239 1,200,941 － 1,200,941

　セグメント間の内部売上高
　又は振替高

－ － － － －

計 1,036,702 164,239 1,200,941 － 1,200,941

セグメント利益 250,658 16,782 267,441 △130,352 137,088

（注）１．セグメント利益の調整額は、各報告セグメントに配分していない全社費用（報告セグメントに帰属しな

い販売費及び一般管理費）であります。

２．セグメント利益は、四半期損益計算書の営業利益と調整を行っております。

（重要な後発事象）

平成26年11月21日及び平成26年12月８日開催の取締役会において、大和証券株式会社が行うオーバーアロット

メントによる当社株式の売出し（貸株人から借入れる当社普通株式37,500株の売出し）に関連して、同社を割当

先とする第三者割当による新株式の発行を決議し、平成27年１月26日に払込が完了いたしました。

この結果、資本金は276,046千円、発行済株式総数は1,166,500株となっております。

①発行する株式の種類及び数：普通株式 37,500株

②割当価格：１株につき 1,288円

③払込金額：１株につき 1,122円

④資本組入額：１株につき 644円

⑤資本組入額の総額：24,150千円

⑥割当価額の総額：48,300千円

⑦払込期日：平成27年１月26日

⑧割当先：大和証券株式会社

⑨資金の使途：技術系社員の技術力向上を目的とした研修施設新設のための設備投資及び研修用教材ソフトウ

ェアの購入、新規ゲームタイトル及びIPキャラクター制作に係る開発費用、社内基幹システム

拡充に伴うシステム開発資金、過去に実施した運転資金を目的として借入れた金融機関からの

長期借入金の返済及び本社移転のための引越費用に充当する予定であります。

また、具体的な支出が発生するまでは安全性の高い金融商品等で運用する方針であります。
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